
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 給食でも、２月３日の節分にちなんで、イワシと大豆を取り入れた献立になっています。 

 

令 和 7 年 度 2 月 号 

清瀬市立清瀬第四中学校 

寒い日が続いていますね。食事が体内で消化される時にはエネルギーが生み出され、体を温める効果が

あります。そして朝ごはんは一日の中で最も消化するためのエネルギーが多く生み出され、体が温まるそ

うです。朝ごはんをしっかり食べて代謝を上げ、寒さに負けない体を 

作りましょう。 

 

大豆をいったもの。豆まき

に使うほか、自分の年齢の

数、または年齢の数＋１個食

べて、１年の幸福を願いま

す。大豆の代わりに落花生を

使う地域もあります。 

 太巻きずし。その年の

歳神様がいるとされる

“恵方”を向き、願い事

を思い浮かべながら、無

言で丸かじりします。 

よくかんで

食べよう！ 

２０２６年の

恵方は 

「南南東」 

ランチョンマットをしいて、食卓を整えよう！ 
 ２学期後半から、保健給食委員会がランチョンマットをしいて 

給食を食べるよう、各クラスで呼びかけています。ご家庭でも 

ランチョンマットのご準備、洗濯などにご協力いただきありがとうございます。給食の時間はラン

チョンマットをしいて自分自身のために食卓を整え、食事を味わって食べる経験をしてほしいと考

えています。一枚布をしくだけで、不思議と料理も美味しそうに見えるものです。なかなか持って

こられない生徒については学校のものを貸し出しています。ご家庭で準備でき次第、洗濯、アイロ

ンがけをして返却していただきますよう、お願いいたします。 

 

立春の前日に当たる節分には、古くから、豆まきをしたり、ヒイラギイワ

シ（ヤイカガシ）を玄関に飾ったりして、病気や災難を起こす“鬼（邪気）”

を追い払い、１年の無事や幸福を願う風習があります。最近では、「恵方巻

き」が店頭をにぎわすようになりましたが、もともと全国的な風習ではなく、

江戸時代に大阪の商人が商売繁盛祈願のために行っていた風習が始まりと

されています。（※諸説あります） 

 

出典：学校給食 1月号 



消費者庁では、重篤度・症例数の多い８品目を「特定原材料」として、加工食
品などへの表示を義務付けています。そのほかにも原因食物はさまざまで、人に
よって反応が出る量、症状の重さは異なり、体調によって変わることもあります。 

アナフィラキシーは、複数の臓器にわたっ
て全身にアレルギー症状が現れることで、 ア
ナフィラキシーのうち、血圧低下や 
意識障害を伴う場合を 
アナフィラキシーショック 
といい、一刻も早く治療 
しないと命に関わります。 

花粉症の人の中には、生の果物や野菜を食
べると、口の中や喉にかゆみやしびれなどが
起こる「口腔アレルギー症候群」 
（花粉-食物アレルギー症候群ともいう） 
を発症することがあります。 
まれに、アナフィラキシーを 
起こすこともあるので、注意 
が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スギやヒノキの花粉が飛散するこの季節、「花粉症」の症状に悩まされている方も多いのでは 
ないでしょうか？ 花粉症もアレルギーの一つですが、アレルギーとは、本来は病原菌などの
異物から体を守る仕組みである「免疫」が、ある特定の異物に対して過剰に反応し、症状を引
き起こすことです。その中で、食べ物が原因となるものを「食物アレルギー」と呼びます。 

症状が出ずに食べられる量は人によって異なり、成長するにつれて変わる場合 
もあります。定期的に専門の医療機関を受診し、医師の診断のもと、「必要最小限の 
原因食物の除去」を心がけることが大切です。 

 
給食でのアレルギー対応でご心配なことがありましたら、いつでもお気軽にご相談ください。 

 


